
2024年度版

判例や百選など充実の法情報検索︕ローライブラリー

反復演習で実⼒アップ︕演習システム

全国規模で実⼒確認︕ＴＫＣ全国実⼒確認テスト

必読の最⾼裁判所判例解説もご提供︕

司法試験合格を目指す
法科⼤学院修了⽣・在校⽣のための学習⽀援ツール︕

法科⼤学院修了⽣サポートシステム TOP画面
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合格後もお得に活⽤︕司法修習生版へ切替可能４ P.6

お
問
合
せ

株式会社ＴＫＣ 東京本社 リーガルデータベース営業本部
〒162-0824 東京都新宿区揚場町2-1 軽子坂MNビル2F
フリーダイヤル︓0120-114-094（土・日・祝日除く 9:00〜17:00）
※携帯電話からのお問合せ︓03-3235-5639（土・日・祝日除く 9:00〜18:00）
E-mail︓lssupport@tkc.co.jp

（司法修習生版）

2024年度版ご契約者は、司法試験合格後

へ無料切替いただけます︕

TKCローライブラリー

お申込みから司法修習終了までご利⽤いただけます。

mailto:lssupport@tkc.co.jp
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司法試験の学習に役⽴つ法律情報データベースや過去問対策に効果的な演習ツール、司法試験関連情報を
提供しています。その他、年４回実施の全国模試や受験後の復習に役⽴つＷｅｂ成績表など、司法試験合
格を⽬指す修了⽣にとって必要なアイテムを搭載した学習⽀援サービスです。

法科⼤学院修了⽣サポートシステムとは…
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TKC全国実⼒確認
テスト演習システム

P3

司法試験合格体験記
合格者の学習方法やＴＫＣ
サービスの活用方法などを掲載

ローライブラリー
P2

Ｗａｔｃｈ判例情報
注⽬の判例や最新の重要判例
をコンパクトに紹介・最新判例の
要点を素早くチェック︕

注⽬の判例や最新の重要判例
をコンパクトに紹介・最新判例の
要点を素早くチェック︕

Ｗａｔｃｈ判例情報
注⽬の判例や最新の重要判例
をコンパクトに紹介・最新判例の
要点を素早くチェック︕



判例や百選など充実の法情報検索︕ローライブラリー

判例

法令・コンメンタール

判例評釈／記事・論⽂

横断検索機能

■ＬＥＸ／ＤＢインターネット
判例検索に加えて、書誌から関連情報へのリンクにより、さまざまな情報を⼀度に⼿にすることが出来ます。 ※ご契約コンテンツにより異なります。

調べたい情報を簡単⼀括検索︕判例・法令・評釈・条⽂解説を素早く確認できます。 ※ご契約コンテンツにより異なります。

評釈 条文解説

■最⾼裁判所判例解説Ｗｅｂ ■判例百選（アーカイブ・電⼦版）

■インターネットコンメンタール
インターネット版条⽂解説です。リンク機能により関連する判例や法令をすぐに確認でき、便利です。 ※平成26年法律第90号の会社法改正対応済み。

＜収録内容＞
最⾼裁判所判例解説（⺠事篇・刑事篇）︓創刊号〜
法曹時報（最⾼裁判所判例解説）︓第65巻第1号〜発⾏後3ヶ月

＜収録内容＞
判例百選アーカイブ︓刊⾏後10年を経過した雑誌に掲載された記事
判例百選電⼦版︓刊⾏後10年未満かつ各誌の最新号に掲載された記事

関連法令

判例
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判例検索にかかせない「ＬＥＸ／ＤＢインターネット」や条⽂解説の「インターネットコンメンタール」などを基本サービスとし、
「判例百選」、「法学セミナー」など多数の法律雑誌コンテンツを利⽤できるコースを提供しています。
その他、オプション追加で「最⾼裁判所判例解説Ｗｅｂ」などの利⽤も可能です。詳細は裏表紙をご確認ください。

■下記の情報をワンクリックで閲覧できます。

合格者の声
「インターネットコンメンタール」は、まとめノー
トを作る際に疑問点を解決するのにとても役
⽴ちましたし、掲載されていない事項は司法
試験に絶対に不要な知識であると割り切る
手助けになりました。

（東京大学LS・既修 2020年修了）

「ＬＥＸ/ＤＢインターネット」は検索機能が
大変充実しており、直感的に思い浮かんだ
キーワードを⼊⼒しても⾼確率で⾃分が求め
ている判例にたどりつけるので、コスト・
パフォーマンスよく判例のリサーチを⾏うこと
ができました。

（慶應義塾大学LS・既修 2021年修了）

合格者の声

合格者の声
司法試験では判例の射程を問う問題が出て
くるので、重要判例の理論を理解することが
重要です。「判例百選」や判例集を持ち歩く
ことは大変ですので、システムのおかげで効
率的に勉強することができたと思います。

（予備試験合格）

参照判例



反復演習で実⼒アップ︕演習システム

学習支援ＮＡＶＩ

短答式過去問題演習トレーニング

学習計画・学習進捗確認

短答式対策

■苦⼿分野の克服に便利

■すきま時間を有効活用可能

コア・カリキュラムに基づいた分野別に演習することができるため、
苦手分野の集中的な演習に効果的です。

○×形式での出題のため、移動時間などのすきま時間に手軽に
演習することができます。

■本番を想定した演習ができる
科⽬ごと、年度ごとに司法試験本番と同じ形式で問題を
収録しています。本番を想定した短答式演習が可能です。

■不正解問題だけを繰り返し演習
直近３回分の演習日と解答結果が自動で記録されます。
最新の演習結果を絞り込み表示することもできるため、
効率的に反復演習が⾏えます。

学習計画策定から短答式対策、論⽂式対策、判例学習まで豊富なラインナップを提供しています。
苦⼿分野克服から司法試験過去問題の反復演習・分析まで、あらゆる場⾯で学習に役⽴ちます。

基礎⼒確認テスト
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学習計画の策定、学習履歴の確認ができます。

演習履歴機能で⾃⾝の演習実績が⼀⽬で確認でき、反復して演習することができます。

司法試験短答式試験の過去問題を収録したシステムです。※令和5年実施分は令和6年3月収録予定

実⾏

評価改善

計画
■オリジナル学習計画が策定できる

■演習システム進捗状況、模試結果が一目でわかる

司法試験を目標に、自分だけの学習計画表が作成できます。
「計画→実⾏→評価→改善」のサイクルを意識して学習を進められます。

各演習システムについて、学習の進捗を確認できます。
また、「ＴＫＣ全国実⼒確認テスト」直近３回実施分の偏差値をグラフ
やレーダーチャートで確認できます。

合格者の声合格者の声
「基礎⼒確認テスト」は分野別に問題が整理されているため、法科
⼤学院の授業の範囲を予習段階で解き、復習の際に再度解く、
その上で1週間後に不正解および⾃信のなかった問題をもう⼀度
解くという⽅法で知識を定着させました。

（東京大学LS・既修 2022年修了）

合格者の声
短答式試験については「短答式過去問題演習トレーニング」で
ほぼ全ての勉強を完結させました。一問一答形式で答えていくと、
すぐに正解と解説を確認することができます。加えて、学習履歴が
残るため、別の端末からでも直前の続きから解答を進めることが
できました。スマートフォンであれば電⾞の中でもスペースを気にせず
勉強することができました。 （慶應義塾大学LS・既修 2022年修了）



論⽂演習セミナー

判例学習

■司法試験過去問題の分析に最適

■直前期の⾒直しに便利

過去問題の充実した解説・解答例・出題趣旨・参考判例等を掲載。
解答作成に際しての「視点・考え方」を正確に把握できます。

「⾃⼰評価」機能で⾃⼰評価を登録しておくと、復習の優先度が
高い問題がすぐに把握できます。 「演習ノート」に答案をPDF等で
添付することで、効率的に復習が可能です。

司法試験論⽂式過去問題や解説・解答例、参考⽂献などを閲覧できます。 ※令和5年実施分は令和6年3月収録予定

演習システムの便利な機能

判例学習ドリル

■重要判例を効率的に読み込める
判例データベース「LEX／DBインターネット」へリンクしているため、
当該判例の書誌情報及び全⽂情報をすぐに確認できます。
また「判例評釈等へ」ボタンより、関連する評釈⼀覧を確認できます。

■本試験での問われ方を確認できる
当該判例に関する肢別問題または過去問題を演習できます。実際に
問題を解き、どのような視点で問われたかを確認することで、より一層
理解を深めることができます。
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判例百選等掲載判例の全⽂を確認でき、判例に関連する短答式問題を演習できます。

論⽂式対策

合格者の声合格者の声
特に百選に搭載されている判例や重要判例について学修する機
会があると思います。私はその際、「ＬＥＸ／ＤＢインターネット」
で判例を検索し、必要であれば原審に戻って何がどのように問題
となっていたか確認する、という勉強をしていました。

（広島大学LS・未修 2019年修了）

合格者の声合格者の声
過去問について科目ごとに問題、採点実感、出題趣旨、参考答案
が掲載されているため、効率よく勉強することができました。
法務省HPで印刷するより便利だと思いますので、利⽤するといいと
思います。 （早稲田大学LS・既修 2022年修了）

マイフォルダ機能
間違えた問題や気になる問題を登録し、繰り
返し演習できます。

演習実績の確認
演習実績を数値とグラフで視覚的に確認できる
ため、苦手分野が一目瞭然です。

判例・参考⽂献へリンク
解説から参考判例などの関連情報をワンクリック
で確認できます。
※参考⽂献へのリンクはご契約コンテンツにより異なります。

「基礎⼒確認テスト」や「短答式過去問題演習トレーニング」では問題ごとの演習結果（直近３回分）が⾃動で
記録されます。間違った問題や気になる問題だけを抽出、マイフォルダへ登録し繰り返し演習が可能です。
４つの演習システムは、判例や参考⽂献へのリンクが搭載されているため関連情報をすばやく確認できます。



「ＴＫＣ全国実⼒確認テスト」は年４回の実施︕定期的に全国規模の模擬テストを受験していただくことにより、
短答式の学習、論⽂式の学習の⽐重を考えた学習計画を⽴てることができます。

■Ｗｅｂ成績表 【Ｗｅｂ成績表】
【個人成績表】

全国規模で実⼒確認︕ＴＫＣ全国実⼒確認テスト

2022年度受験者数 2,588名 ※１

2023年司法試験合格者 1,781名 のうち、1,320名（74.1%）が受験 ※２

※１ 9月、12月、6⽉︓「全国実⼒確認テスト（短答式）」、3月、4⽉「全国統⼀模試」を１回以上受験した利⽤⼈数（重複を除く）
※２ 官報に掲載された合格者氏名と照合した人数

Web成績表には、受験後の学び直し機能を搭載︕
短答式試験では模試出題問題を演習、論⽂式試験では解説講義の
視聴や優秀答案との⽐較ができ、復習に役⽴ちます。

■個人成績表
「ＴＫＣ司法試験 全国統⼀模試」で短答および論⽂を受験された方
には「個人成績表」を提供します。

圧倒的な受験者規模

リーズナブルな料⾦設定
8,000円
（税込8,800円）

第１回［短答式］ＴＫＣ全国実⼒確認テスト2024年 ９月実施

8,000円
（税込8,800円）

第２回［短答式］ＴＫＣ全国実⼒確認テスト2024年 １２月実施

40,000円
（税込44,000円）

ＴＫＣ司法試験 全国統⼀模試（論⽂・短答）2025年3月、4月実施

8,000円
（税込8,800円）

第３回［短答式］ＴＫＣ全国実⼒確認テスト2025年 ６月実施

受験後の万全なアフターフォロー
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※模試の実施時期、受験料は変更となる可能性があります。

合格者の声
「全国統一模試」は本番さながらで、本試験と同
様に緊張感をもって受験することができます。
本試験再現の決定版、最高峰の模試は間違い
なくTKCです。出題される問題の質や難易度も
本試験と比較し同等のものでした。2,000人ほど
が受験し、総合的な戦いになるので間違いなく貴
重な経験となります。 （予備試験合格）

７月6月5月４月３月２月１月12月11月10月９月
第
１
回
﹇
短
答
式
﹈

全
国
実
力
確
認
テ
ス
ト

第
２
回
﹇
短
答
式
﹈

全
国
実
力
確
認
テ
ス
ト

全
国
統
一
模
試

（
論
文
・
短
答
）

第
３
回
﹇
短
答
式
﹈

全
国
実
力
確
認
テ
ス
ト

司
法
試
験

実⼒確認 成果確認 本番シミュ
レーション

直前確認テスト復習 テスト復習

✔ 司法試験模試 受験者数No.1︕

✔ 司法試験との⾼い相関関係︕

✔ 本番シミュレーション（全国7都市で実施）の模試として最適︕

※模試の実施時期、内容は変更となる可能性があります。



司法試験合格後は、「ＴＫＣローライブラリー（司法修習⽣版）」へ切替できます。
修習前の課題作成、実務修習中の調査、模擬裁判での資料収集など、司法修習中の様々な場⾯でデータベース
を活用できます。

「ＴＫＣローライブラリー（司法修習生版）」のご紹介
下記URLもしくはQRコードからアクセス︕

URL︓https://sp.lawlibrary.jp/lgs/success/index.html

司法試験合格後は・・・ＴＫＣローライブラリー（司法修習生版）

2026年
1月12月11月2025年

10月・・・・・12月11月10月9月2024年
8月

合
格
発
表

【法科⼤学院修了⽣サポートシステム】 【TKCローライブラリー（司法修習生版）】

2024年度版「法科⼤学院修了⽣サポートシステム」有料サービスをご利⽤中の⽅は、優待サービスとして無料で「ＴＫＣ
ローライブラリー（司法修習⽣版）」同コースに切替可能です。さらにコースのアップグレードも、お得な料⾦で切替可能です。

司法修習へ参加される方へ、司法修習を有意義にするための「情報収集」と「仲間作り」の場として、先輩方も一押しの
セミナーを開催しております。2022年度は「会場（東京・⼤阪）」と「オンライン」のハイブリッド形式で開催いたしました。

「先輩弁護士に聴く司法修習のすべて」セミナー（ハイブリッド開催）

判例や法令、⽂献情報はもちろん、
法律雑誌コンテンツなど、のべ40種類以上の
コンテンツを収録しています。

弁護⼠、企業法務部などで幅広く利⽤されて
いるコンテンツを、司法修習期間中から利⽤
できます。

✔ 起案の参考にするために、判例を調べたい︕

✔ ある事案の適⽤法令に関する判例を調べたい︕

✔ 『判例タイムズ』『ジュリスト』などの判例解説を
読みたい︕

✔ 最新の判例の内容を知りたい︕
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【ご参考】

■2022年実施概要
【セミナー内容】
第一部 パネルディスカッション「先輩弁護士に聴く司法修習のすべて」
第二部 懇親会

【参加者の声】
・修習の内容を具体的に聞くことができ、また、考えていなかった進路についても考える
きっかけになりました。
・期の近い先輩⽅が、収集や就活について率直に答えてくださり、とても充実した時間を過ごすことができました。
・同じ修習地だけでなく同じ組の他の修習地の人とも接点を作ることができ、とても有意義でした。

【参加者】
東京⽇程︓会場 229名、オンライン 112名 （合計 341名）
⼤阪⽇程︓会場 86名、オンライン 27名 （合計 113名）

＜東京会場の様子＞

https://sp.lawlibrary.jp/lgs/success/index.html


基本サービス スタンダードセット プレミアムセット利⽤期間︓2024年8月1⽇〜2025年7月31日

年間利⽤料⾦年間利⽤料⾦ 2,4002,400円
（税込2,640円）

7,6007,600円
（税込8,360円）

11,60011,600円
（税込12,760円）

つぎの３つのコースからあなたのニーズに応じた
コースをお選びいただけます︕

ＬＥＸ／ＤＢインターネットＬＥＸ／ＤＢインターネット
公的判例集データベース公的判例集データベース
新・判例解説Ｗａｔｃｈ新・判例解説Ｗａｔｃｈ
法学資料データ（リンク集）法学資料データ（リンク集）
Ｓｕｐｅｒ 法令ＷｅｂＳｕｐｅｒ 法令Ｗｅｂ
法律⽂献総合ＩＮＤＥＸ法律⽂献総合ＩＮＤＥＸ

インターネット
コンメンタール
インターネット
コンメンタール

判例百選電⼦版（重要判例解説含む）判例百選電⼦版（重要判例解説含む）

⺠法⺠法
刑法刑法
⺠訴法⺠訴法
刑訴法刑訴法

法学教室アーカイブ法学教室アーカイブ
法学教室アドバンスト法学教室アドバンスト

判例百選アーカイブ（重要判例解説含む）判例百選アーカイブ（重要判例解説含む）

判例タイムズ（臨時増刊号含む）判例タイムズ（臨時増刊号含む）
主要⺠事判例解説主要⺠事判例解説
私法判例リマークス私法判例リマークス

デー
タ
ベー
ス

演
習
シ
ス
テ
ム

短答式過去問題演習トレーニング短答式過去問題演習トレーニング

基礎⼒確認テスト基礎⼒確認テスト

論⽂演習セミナー論⽂演習セミナー

憲法憲法

判例・法令・⽂献・コン
メンタールなどをカバー
したリーズナブルなコー
ス。

学習に必要なツールを
カバーしたスタンダード
なコース。
判例百選、重要判例
解説、法学教室のアー
カイブ、法学セミナーを
カバー。

さらに判例タイムズ等を
加え、コンテンツを幅広
くカバーした学習に最
適なコース。

学習支援ＮＡＶＩ・演習システムは全てのコースでご利⽤いただけます︕

法学セミナー法学セミナー
法学教室電子版法学教室電子版

公正取引Web公正取引Web

判例学習ドリル判例学習ドリル

学習支援ＮＡＶＩ学習支援ＮＡＶＩ

会社法会社法

最⾼裁判所判例解説Ｗｅｂ最⾼裁判所判例解説Ｗｅｂ 3,000円3,000円（税込3,300円）
ジュリスト電⼦版・論究ジュリスト電⼦版ジュリスト電⼦版・論究ジュリスト電⼦版 1,429円1,429円（税込1,572円）
六法全書電⼦復刻版六法全書電⼦復刻版 500円500円（税込550円）
法律時報法律時報 2,000円2,000円（税込2,200円）
⾦融法務事情⾦融法務事情 2,000円2,000円（税込2,200円）
判例地⽅⾃治判例地⽅⾃治 800円800円（税込880円）
交通事故⺠事裁判例集Ｗｅｂ交通事故⺠事裁判例集Ｗｅｂ 1,200円1,200円（税込1,320円）
別冊判例タイムズ別冊判例タイムズ 500円500円（税込550円）
ビジネス法務ビジネス法務 1,200円1,200円（税込1,320円）
季刊労働法季刊労働法 500円500円（税込550円）
季刊刑事弁護・無罪判例要旨季刊刑事弁護・無罪判例要旨 500円500円（税込550円）
税務弘報税務弘報 1,500円1,500円（税込1,650円）

3,000円（税込3,300円）

1,905円1,905円（税込2,096円）
800円800円（税込880円）

2,300円2,300円（税込2,530円）
1,333円1,333円（税込1,466円）

700円700円（税込770円）

500円500円（税込550円）
800円800円（税込880円）

※上記料⾦はすべて税抜価格となります。税込価格は消費税額を概算計上した参考価格です。
※上記 のオプションコンテンツは、表⽰の料⾦を各コースの料⾦に追加してお申し込みいただけます。
※ご利⽤開始後のコース変更はできませんので予めご了承ください。 ※オプションの追加は可能です。

ご所属法科大学院の教育研究支援システム
（ロー・ライブラリー）へアクセスし、修了⽣サ
ポートシステムのユーザ登録を⾏ってください。

※既にユーザ登録済みの方は▼ＳＴＥＰ２へ︕

法科⼤学院修了⽣サポートシステムへログイン
してください。（ID等を忘れた場合は表面記載
のお問い合わせ先にご連絡ください）

ログイン後、「法科⼤学院修了⽣サポートシス
テム 正式申込み」ボタンをクリックし、画面に
従ってお手続きください。

▼ＳＴＥＰ１ ユーザ登録

クリック

▼スマートフォンの
方はこちら

▼ＳＴＥＰ２ 申込手続

申 込 方 法

＜2024年1月現在＞

⼊⼒

おすすめ︕

クリック

ログイン

ＴＫＣ 修了⽣


